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回想のカトマンズ
三 星 宗 雄
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はじめに
　2015 年 4 月 25 日（土）午前 11 時 56 分（日本時間午後 3 時 11 分），M7.8 の大地震が首都カトマン
ズを襲った。推定震源地はカトマンズの北西 80 キロ付近で，ネパール第 2 の観光都市ポカラとの中間
地点である。エベレストベースキャンプでの雪崩による死者を含め，5 月 4 日（月）の段階で死者数は








































図 1．1　カトマンズ国際空港 図 1．2　同　待合室
図 1．3　同　待合室
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2．カトマンズ市
　カトマンズ市は人口 100 万人ほどの街だが，観光シーズンには登山客やハイカーなどで 150 万人近く
になるという（読売新聞，2015 年 5 月 1 日夕）。図 2．1 および 2．2 から分かるように，カトマンズ市は












図 2．1　カトマンズ市の眺望 図 2．2　同
図 2．3　カトマンズ市近郊 図 2．4　同
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事物を順不同に示す。筆者の勉強不足のため，画像 1 つ 1 つに注釈を付けることができないのが残念で
ある。
図 2．5　同 図 2．6　バイクが多い（同）
図 3．1　ダルバール広場 図 3．2
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図 3．11 図 3．12
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図 3．13 図 3．14
図 3．15
図 3．16













図 3．19 図 3．20
図 3．21　著者らは思わず姿勢を正した。 図 3．22
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図 3．65 図 3．66
図 3．67
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図 4．22 の神像は赤い色粉が塗られていなかったが，図 4．23 では一分の隙間もなく赤（オレンジ色）一
色であった。多くの女性が豊穣多産を願ったのであろう。
図 4．1　パシュパティナート寺院とバグマティ川 図 4．2
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図 4．3　遠景としての火葬場。煙が上っている。 図 4．4
図 4．5
図 4．6
図 4．7 図 4．8
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図 4．9 図 4．10




図 4．15 図 4．16
図 4．17 図 4．18
図 4．20図 4．19
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図 4．24











とも呼ばれる。図 5．1～5．5 はスワヤンブナート仏塔である。2000 年の歴史を誇るネパール最古の仏塔
である。わが国の仏塔とはまったく異なる姿である。ちなみに多くの（あるいはすべての）仏塔には
「目」が描かれている（図 5．32）。これは四方のすべてを見通すという仏陀である。図 5．5 にはサルの
姿が見られる。これは本物である。
図 4．27　花ダイコン（？） 図 4．28　レンギョウ（？）
図 5．1 図 5．2
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図 5．9　奉献ストゥーパ 図 5．10
図 5．11 図 5．12　プージャ
図 5. 13　同 図 5. 14　同
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図 5．15　同
図 5．16　同




図 5．21 図 5．22
図 5．23
図 5．24　寝仏（寝釈迦）
図 5．25 図 5．26　美人仏
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図 5．27
図 5．28　クリシュナ神（？）
図 5．29 図 5．30






図 5．37　仏陀の目 図 5．38
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図 5．39　神像
図 5．40
図 5．41 図 5．42　神像
図 5．43 図 5．44
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図 5．45 図 5．46
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図 5．51 図 5．52
図 5．53 図 5．54
図 5．55 図 5．56
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図 5．57 図 5．58
図 5．59 図 5．60
図 5．61 図 5．62
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図 5．63　一家による供養（？）
図 5．64　同
図 5．65　同 図 5．66　同
図 5．67　同 図 5．68
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おわりに
　5 月 12 日（火）12：50（日本時間同 16：05），ネパール東部の中国国境近くで余震と見られる M7.3
の地震が発生した。ネパール国内で少なくとも 57 人が死亡，1100 人以上が負傷したと伝えられている
（読売新聞，5 月 13 日）。インド，中国，バングラデッシュでも死者があり，その数は 75 人に上った
（同）。ネパール国民は今まさに恐怖の最中にいる。
　我々を空港まで迎えに来てくれたホテルのドライバーは車内で，自分たちには 2 つの有名なものがあ
る。1 つは仏陀が生まれたところ，もう 1 つはエベレストだ，と語ってくれた。ヒンドゥー教の国とは
言え，仏陀の生地は彼らの誇りである。歴史の運命によって今は仏陀は遠くの宝になってしまったが，
世界の他の国では決して持ち得ない宝であることは間違いない。当分余震が続くと思われるが，それら
2 つの偉大な宝を永遠の誇りとし，1 分でも 1 秒でも早い復興を願わずにはいられない。頑張れネパー
リ（ネパール国民）。







読売新聞　2015 年 4 月 26 日記事．
　　同　　　　　 4 月 27 日記事．
　　同　　　　　 4 月 28 日記事．
　　同　　　　　 5 月 1 日（夕）記事．
　　同　　　　　 5 月 2 日記事（朝夕）．
　　同　　　　　 5 月 4 日記事．
　　同　　　　　 5 月 9 日記事．
　　同　　　　　 5 月 13 日記事．
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Kathmandu in recollection
MITSUBOSHI Muneo
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Abstract
　A powerful M7.8 earthquake hit Nepal on April 25, 2015. The epicenter was rather near Kathmandu. The 
second earthquake of M7.3 again hit Nepal on May 12. Death tolls are reportedly more than 8,000, and more 
than 14,000 injured. Many historical buildings broke down in Kathmandu and its surroundings including 
Durbar Square and Dharahara Tower.
　The author visited Kathmandu just one month before the earthquake to collect data on colors of Hinduism. 
He was to contribute a paper with the title of “The Geography of Color: Color of Kathmandu”. But he gave up 
his original plan after the quake, and decided his mind to leave photos of buildings, temples, statures and oth-
er beautiful creations as many as possible as memories of Kathmandu on this issue instead.
　The images of such things as above in Durbar Square, Pashupatinath and Swayambhunath were recollect-
ed in photos praying for their reconstruction as fast as possible in the future.
　Last but not least, the author would like to express his deep sympathy to Nepali people.
